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福岡県における自動車産業への参入支援の取組み
～「自動車産業参入アドバイザー」事業～

図３ 自動車産業参入支援室の構成

財団法人福岡県中小企業振興センター
所在地：福岡市博多区吉塚本町９番１５号
代表者：高木 郁夫 理事長
ＵＲＬ：http://www.joho-fukuoka.or.jp
自動車産業参入支援室

牧園 泰幸 室長
蜷川 雅己 課長

アドバイザー：総括 藤田 憲一 氏（トヨタ九州 理事）
堀口 侃 氏（ダイハツ九州）
大久保重之 氏（日産自動車出身）
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図１ 九州の自動車生産能力・実績推移

（出所）九州経済産業局

２．事業の概要
福岡県では、「北部九州自動車１５０万台生産拠

点推進構想」を掲げ、自動車産業振興の企画部
門である「自動車産業振興室」を商工部内に設
けています。
また、県が８５％出資（他に福岡市、北九州市

等が出資）する公益法人「財団法人福岡県中小
企業振興センター」に設置された、「自動車産
業参入支援室」が商談会開催など諸施策の運営
を行います。ここに自動車メーカーの現役役職
員・ＯＢ６名が在籍し、自動車業界の専門家（自
動車産業参入アドバイザー）として地元企業の
参入支援活動を幅広く展開しています。

３．全国に先駆けた取組み
福岡県の自動車産業振興施策は、本州の関連

企業誘致からモーターショーの開催、産学官連
携による人材育成など多岐に亘ります（図４）。
その中で全国に先駆けた取組みとして注目され

はじめに
地域の産業振興を図るために、国や自治体で

は様々な地元企業支援の取組みが行われていま
す。そのなかでも、福岡県の「自動車産業参入
アドバイザー」事業は、地元製造業者への徹底
した生産工程改善指導に始まり、自動車部品
メーカーへの橋渡しまでを継続的に支援すると
いう、全国に先駆けた画期的な取組みとして注
目されています。本稿では、創設３年目を迎え、
着実な成果を挙げている「自動車産業参入アド
バイザー」の取組みをご紹介します。

１．取組みの背景
九州は完成車メーカー３社（日産自動車九州

工場、トヨタ自動車九州、ダイハツ九州）、お
よび多数の有力部品メーカーの進出により生産
能力１５０万台超を誇る国内有数の自動車産業集
積地となりました（図１）。

ところが、他の自動車先進地と比較すると、
九州の域内部品調達率は低位に止まります（図
２）。九州がコスト競争力を高め、域内生産増
加を図るには、産業のすそ野を拡大することが
必要です。しかし、地元企業が新たに自動車産
業へ参入することは容易ではありません。

地域経済調査

図４ 福岡県の「北部九州自動車１５０万台生産拠点推進構想

北部九州自動車１５０万台生産拠点推進会議
設 立：２００３年２月
代表者：麻生 渡 福岡県知事
ＵＲＬ：http://www.pref.fukuoka.lg.jp/

d０１/１５０００００car-project.html
諸施策
■企業誘致の強化
■高齢者にやさしい自動車開発の推進
■福岡モーターショーの開催
■産業インフラの整備
■地場企業の参入支援
�人材育成の強化
�技術支援の強化
�取引拡大の強化
●自動車産業参入アドバイザーによる支援
・部品集積促進会の開催 ～講習・事例発表他
・商談会の開催 ～逆見本市・展示商談会運営
・部品・技術情報の発信 ～ウェブサイト運営
・自動車産業振興資金 ～事業資金の融資制度

図２ 地域別自動車生産台数・部品調達率（推計）

（出所）九州経済産業局（生産台数：２００７年度）
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中国でも徹底される「２Ｓ・１Ｙ」

中国の日系部品工場での視察風景

ているのが「取引拡大の強化」事業です。
この事業の最大の特徴は、アドバイザーによ

る「徹底した現場改善指導」と「取引実現まで
の支援」の２点にあるといえます。

� 徹底した現場改善指導

第一の特徴である「徹底した現場改善指導」
とは、まず製造業としての基盤づくりから取組
むという、長期的な視点での徹底指導です。自
動車業界に精通したアドバイザーが各企業のレ
ベルに応じて、基本的な「２Ｓ・１Ｙ」（整理・整
頓＋床置きなし）などの徹底から着手します。
「共に軍手を汚して頑張ろう」との言葉どおり、
アドバイザーが自ら製造現場に入り、各企業の
役職員とともに汗を流す中で、直接指導が行わ
れます。

指導頻度は企業毎に異なりますが、週１回の
訪問指導を、制度開始から受け続けて３年目に
入った企業も少なくありません。ここに座学で
の研修や、各企業の自発的な改善活動が加わる
ことで、経営陣から製造現場の作業員まで「も
のづくり」の基本が体得できます。
ここからさらに「活動の高質化」を実現する

ための改善指導が継続され、自動車関連の新規
受注に向けたレベルアップが図られます。
有償のコンサルタントを用いて、現場指導を

数回程度行うような方法では、指導の効果が一
過性で終わりがちだとの声も聞かれます。この
ような長期に亘る支援活動が、福岡県のバック
アップにより無償で受けられることは、指導効
果の定着と費用負担の両面において、地元企業
の大きなメリットだといえます。
こうした活動の一環として、２００８年１１月には

アドバイザー支援企業２０社を帯同した海外視察

（中国・広州）が行われました。
視察参加企業は現地の日系企業と民族系企業

の製造現場を視察し、自動車製造拠点として急
速に成長する中国の現状を知るとともに、「も
のづくり」の基本体得に努める現地企業の取組
みから、自社の課題を再認識したようです。翌
０９年１月と２月には、視察参加企業を中心とし
た２回にわたる勉強会が開催され、基本の徹底
とその推進方法、改善活動のマネジメント等に
ついて理解を深めています。

� 取引実現までの支援

第二の特徴である「取引実現までの支援」と
は、地元企業と自動車部品メーカーとの橋渡し
を意味しますが、これは単にアドバイザーを頼
りにした企業紹介を意味するものではありませ
ん。新規受注獲得に必要な「セールス力の向上」
を地元企業が体得するための支援となっていま
す。
具体的には、自社のセールスポイント・特徴

を１枚の資料に過不足なくまとめ、新製法や新
規商品についてプレゼンテーションを行う力を
身に付ける活動や、自社の工程が管理されてい
る状態を発注元企業にいつでも案内できるよう、
「現場が最後のショールーム」という運営形態
をつくり上げる活動などです。こうして「自社
の強み・特徴」を、何度も試行錯誤を重ねてま
とめるプロセスを通じて、「ものづくり企業」
としての社内風土が醸成され、工程改善の意識
高揚にもつながります。
さらに、地元企業の取組成果の対外発表や、

新規受注獲得の機会を提供するため、数々の講
習会や展示商談会などを定期的に開催していま
す（図５）。
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図５ 商談会等の開催実績・予定

運営：財団法人福岡県中小企業振興センター 他
２００８年度

■自動車産業参入促進会（４／２２）
一次部品メーカー、地場参入企業による講習会

■九州自動車部品取引商談会（１０／２３～２５）
一次部品メーカーによる調達部品の逆見本市

■中国経済事情研修視察（１１／１６～２０）
地場企業による中国自動車産業の現状視察

■九州自動車関連技術展示商談会（２／５～６）
中部地区での地場企業による展示商談会

２００９年度
■自動車部品集積促進会（５／２６）
一次部品メーカー、地場参入企業による講習会

■九州自動車部品取引商談会（１０／１５～１６）
一次部品メーカーによる調達部品の逆見本市

■九州自動車関連技術展示商談会（２／９～１０）
近畿地区での地場企業による展示商談会

２００７年から３年間に亘り開催された中部地区
での展示商談会には、毎回６０社程度が九州各県
から参加し、大手部品メーカーの本拠地におい
て自社の製品や技術力をアピールする機会が提
供されました。
この展示商談会は、福岡県のアドバイザーが

橋渡し役となり、九州７県が一丸となって取組
んでいることが特徴です。先例のない画期的な
取組みとして評価され、中国地区など他地域で
も追随する動きが広がっています。

� 「基盤づくり」の粘り強い活動
このような取組みの特徴を言い換えるならば、

「長期的視点に立った『ヒト』への支援」とい
えるでしょう。『モノ』や『カネ』、つまり製造
設備や借入金の力によって拙速に新規受注を狙
うという姿勢ではなく、基本となる考え方や取
組み方を企業に浸透させていくことで、経営陣
から現場管理者、作業員までの『ヒト』が「も
のづくり」を体得することを支援しています。
昨年、世界を襲ったリーマンショックのよう

な急激な経営環境の変化の際には、過大な製造
設備や借入金が企業経営を圧迫しますが、『ヒ
ト』に浸透した「ものづくり」の基本は、省人
化やコスト低減という応用力として発揮される
ことで、企業を支える力となります。
また、新規受注を狙う際には、提案を裏付け

る品質管理能力やコスト低減力となります。
こうした「基盤づくり」の粘り強い活動は３

年目を迎え、着実に成果を挙げています。

４．着実な取組みの成果
０７年４月に自動車産業参入アドバイザーが活
動を開始してから、指導した企業は延べ１０９社
に上ります。そのうち自動車関連の受注実績が
ない企業（７２社）から新規受注７社、受注見込み
１６社（０９年４月現在）など、３割を超す企業が新
規参入を果たす見込みです。
昨年後半からの自動車大幅減産という厳しい

受注環境の中で、着実な成果を残しています。
また、既に自動車関連の受注実績がある企業

（３７社）や技術力・工場運営良好と認められた企
業（２１社）においても、九州の完成車・部品メー
カーの受注環境が回復基調にあることから、今
後の受注増加が期待されています。

５．企業支援の現場から
次に、１０月１５日�～１７日�にマリンメッセ福

岡で開催された「モノづくりフェア２００９」（主
催：日刊工業新聞社）における企業支援の取組
みをご紹介します。
「モノづくりフェア」は今年２４回目を迎えた
九州最大規模の製造業展示商談会であり、出展
者は１９０団体、２６５ブースに上ります。
その中に「九州自動車生産推進コーナー」と

して、自動車産業参入アドバイザーの相談コー
ナーや九州各県の自動車産業振興団体、および
地元企業の部品展示など３５件のブースを開設し、
幅広く情報発信が行われました。
さらに、財団法人福岡県中小企業振興セン

ターが運営した併催の商談会（図６）では、地元
企業１２２社が商談機会を得ました。
また、アドバイザー指導企業の１６社が、自社

の改善活動の成果について２日間に亘ってプレ

地域経済調査

アドバイザー支援企業の共同展示ブース
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図８ 「九州自動車関連技術展示商談会」の概要

九州自動車関連技術展示商談会
開催概要
日 時：２０１０年２月９日�～１０日�
会 場：ダイハツ工業株式会社 本社（大阪府池田市）
対 象：同業他社に比べ技術力・提案力において新規

性・優位性を有する企業
内 容：ダイハツ工業および関連企業に向けた、軽自

動車に特化した提案内容に限る
募 集：３０社程度（申込数に達し次第、締切り）
申込先：財団法人福岡県中小企業振興センター

ゼンテーションを行いました（図７）。
いずれも自社の工程改善に関するテーマを掲

げていますが、「自動車」以外の新規受注や、
改善活動そのものをテーマにしたものも多く見
受けられます。自動車関連の新規受注という成
果に止まらず、自社の製造工程のレベルアップ
という成果を得た各社の取組みは、今後の受注
拡大の可能性をさらに高めると同時に、地元企
業の「ものづくりの基盤づくり」「活動の高質
化」を支援してきたアドバイザー活動の成果の
ひとつだといえるのではないでしょうか。

６．今後の展望
２００８年の九州の自動車生産は、昨年後半の北
米市場の低迷や国内市場の不振を受け、３年振
りに１００万台を下回るなど大幅減産を余儀なく
されました。しかし、在庫調整が一巡した現在、
九州各社の生産水準は回復基調にあります。そ
のような状況にあって、国内メーカーの最新工場
が集積する九州では、ハイブリッド専用車や軽
エコカーなどの新型車や最量販ミニバンの移管
など、有力車種の生産が次々と発表されており、
生産拠点としての地位は一段と向上しています。
その一方で、為替変動による国内メーカーの

収益悪化等から、部品調達におけるコスト低減要
求は厳格化しています。中国など拡大市場での現
地生産化が進んでおり、今後は海外の部品メーカー
との受注競争が激化することが予想されます。
しかし、福岡県では自動車産業参入アドバイ

ザーが地元企業を先導して、競争相手となる中
国現地企業の視察を行うなど、「アジアの原価
に勝つ」（アジアの低廉な価格と勝負する）ため
の意識付けを行っています。
また、中部地区で３年間実施した展示商談会

を、今年度は近畿地区での開催に切替え、軽自
動車メーカーとの商談機会を提供するなど、
メーカー各社の調達方針厳格化というピンチを、
新規提案のチャンスと捉えた積極的なアプロー
チを支援しています（図８）。

このように、地元企業の基盤づくりを推進し
ながら、同時に積極的な取組みを展開する福岡
県の「自動車産業参入アドバイザー」事業は、
北海道の視察団来訪や、東北地区からの講演要
請など、地元企業の支援事業として全国的に注
目を集める取組みです。
今後も、九州自動車産業のすそ野拡大に向け

た継続的な活動が強く期待されています。
（今村 光男）

図６ 「モノづくりフェア２００９」での取組み概要

モノづくりフェア２００９
自動車産業関連の取組み
■「九州自動車生産推進コーナー」設置
地元企業や九州の自動車産業振興団体等が計３５ブー
スを出展。福岡県が「自動車産業参入アドバイザー」
への相談ブースを開設。

■アドバイザー支援企業によるプレゼンテーション実施
指導企業１６社による、自社取組み事例の発表会を実
施。１社３０分、延べ８時間にわたり、各社の課題解
決方法や改善成果を発表。

■「九州自動車部品取引商談会」開催
前述の「１５０万台生産拠点推進会議」と九州自動車
産業振興連携会議による開催。
一次部品メーカー２３社による、調達部品の逆見本市、
および地元企業計１２２社との個別商談会（１社あた
り３０分間）を開催。

図７ アドバイザー支援企業による成果発表

プレゼンテーションの概要（一部掲載）
企業名・「テーマ」
株式会社九州電化

「新規受注 量産電気部品の不良撲滅！」
株式会社皿山技型

「全員参加による徹底した２Ｓ・１Ｙ活動」
有限会社井上興産

「工程内物流の改善による在庫削減」

有限会社瓜生設備工業と堀口アドバイザー
（左）のプレゼン

TV局の取材を受ける藤田総括アドバイザー（右）
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